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中国・唐中期を代表する文人である韓愈の「符読書城南」（『全唐詩』

ある「燈火稍可親、簡編可卷舒」が由来となっています。

明かりをつけて、そのもとで読書をするのに適している」

の時期は、昔から勉強や読書に最適な季節とされていたのですね。

また、秋の涼しさは心身を穏やかで安定した状態にし、読書はストレスを緩和すると

が報告されています。つまり、秋の読書にはリラックス

秋の夜長を読書で彩ってみるのもいいかもしれませんね。

  沢村 

 

内気な中学生・克久は入学後、ブラスバンドに入部する。周囲から心を閉ざす克

たうさぎが棲みついていた。時にはうさぎに助け

られ、部活や友人・先生・両親との関わりのなかで克久は成長し、音楽に夢中にな

っていく。緊張感の伝わる細かな描写なので、吹奏楽経験者には特におすすめです

タクトが振り下ろされる瞬間を待っていると、空の座席すべてで人が息を殺し

ているように感じられる。自分の繰り出す一発の音が、世界のすべてを作り出す

からゆっくり染み出す。

福永 武彦

 

忘却の河とは、その水を飲むと死者は現世での記憶をなくすという河のこと。本

作はある家族の独白７章からなり、今読むと時代背景等の古めかしさは否めない

が、理知的で静謐な文体で描かれる孤独や愛の挫折、そして悲しみは作者の通底し

年に『草の花』を耽読して以来、福永は好きな作家の一

年に作者の『夢見る少年の昼と夜』、

 

どれほどお気に入りの作品であっても、問題を解く際には主観を押さえた客観的

砂田麻理先生からオススメの１冊

「マレット」とは？ 

主人公が演奏するティンパニという楽器は、マレットと呼ばれるばちを使って演

奏します。マレットには多くの種類があり、それぞれ素材や硬度、ヘッドの心材や

大きさが異なります。楽器の演奏方法や曲の雰囲気に合う音色を出せるマレットを

秋の夜長にはなぜ読書？

秋といえば読書と答える方も多いはず。しかし、なぜ読書なのでしょうか。これは、

中国・唐中期を代表する文人である韓愈の「符読書城南」（『全唐詩』

」が由来となっています。

明かりをつけて、そのもとで読書をするのに適している」

の時期は、昔から勉強や読書に最適な季節とされていたのですね。

また、秋の涼しさは心身を穏やかで安定した状態にし、読書はストレスを緩和すると

が報告されています。つまり、秋の読書にはリラックス

秋の夜長を読書で彩ってみるのもいいかもしれませんね。

 けい／著

内気な中学生・克久は入学後、ブラスバンドに入部する。周囲から心を閉ざす克
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られ、部活や友人・先生・両親との関わりのなかで克久は成長し、音楽に夢中にな

っていく。緊張感の伝わる細かな描写なので、吹奏楽経験者には特におすすめです

タクトが振り下ろされる瞬間を待っていると、空の座席すべてで人が息を殺し

発の音が、世界のすべてを作り出す

からゆっくり染み出す。

武彦／著 

忘却の河とは、その水を飲むと死者は現世での記憶をなくすという河のこと。本

作はある家族の独白７章からなり、今読むと時代背景等の古めかしさは否めない

が、理知的で静謐な文体で描かれる孤独や愛の挫折、そして悲しみは作者の通底し

年に『草の花』を耽読して以来、福永は好きな作家の一

年に作者の『夢見る少年の昼と夜』、
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砂田麻理先生からオススメの１冊

主人公が演奏するティンパニという楽器は、マレットと呼ばれるばちを使って演

奏します。マレットには多くの種類があり、それぞれ素材や硬度、ヘッドの心材や

大きさが異なります。楽器の演奏方法や曲の雰囲気に合う音色を出せるマレットを

秋の夜長にはなぜ読書？ 

秋といえば読書と答える方も多いはず。しかし、なぜ読書なのでしょうか。これは、

中国・唐中期を代表する文人である韓愈の「符読書城南」（『全唐詩』

」が由来となっています。現代語訳すると「秋の夜長は

明かりをつけて、そのもとで読書をするのに適している」とのこと。夜の訪れが早いこ

の時期は、昔から勉強や読書に最適な季節とされていたのですね。

また、秋の涼しさは心身を穏やかで安定した状態にし、読書はストレスを緩和すると

が報告されています。つまり、秋の読書にはリラックス

秋の夜長を読書で彩ってみるのもいいかもしれませんね。 

／著 

内気な中学生・克久は入学後、ブラスバンドに入部する。周囲から心を閉ざす克

うさぎが棲みついていた。時にはうさぎに助け

られ、部活や友人・先生・両親との関わりのなかで克久は成長し、音楽に夢中にな

っていく。緊張感の伝わる細かな描写なので、吹奏楽経験者には特におすすめです

タクトが振り下ろされる瞬間を待っていると、空の座席すべてで人が息を殺し

発の音が、世界のすべてを作り出す

からゆっくり染み出す。 

忘却の河とは、その水を飲むと死者は現世での記憶をなくすという河のこと。本

作はある家族の独白７章からなり、今読むと時代背景等の古めかしさは否めない

が、理知的で静謐な文体で描かれる孤独や愛の挫折、そして悲しみは作者の通底し

年に『草の花』を耽読して以来、福永は好きな作家の一

年に作者の『夢見る少年の昼と夜』、2002 年に作者の子・池澤
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年に作者の子・池澤

どれほどお気に入りの作品であっても、問題を解く際には主観を押さえた客観的

砂田麻理先生からオススメの１冊 

秋といえば読書と答える方も多いはず。しかし、なぜ読書なのでしょうか。これは、

巻）の一節で

現代語訳すると「秋の夜長は

とのこと。夜の訪れが早いこ

また、秋の涼しさは心身を穏やかで安定した状態にし、読書はストレスを緩和すると

効果があるというこ
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